
オンデマンド講義

社会学部、法学部、商学部、
グローバル地域文化学部、文化情報学部、
生命医科学部、スポーツ健康科学部

同志社大学

【一足早い大学の講義】
興味のあるテーマを選び

TEL：（075）251-3277　　FAX：（075）251-3025同志社大学
Doshisha University

お問合せは学習支援・教育開発センター

●JR学研都市線「同志社前」下車徒歩10分
●近鉄京都線「興戸」駅下車徒歩15分
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●JR京都駅から地下鉄烏丸線で10分、「今出川」駅下車すぐ
●阪急烏丸駅から地下鉄烏丸線で6分、「今出川」駅下車すぐ
●京阪「出町柳」駅下車徒歩約15分
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受講申込
受付期間

2025 年7月14日（月） 7月17日（木）
※事前申し込みの上、抽選となります。抽選結果は7月中旬にご連絡いたします。

※申し込みをされた方に視聴のご案内をいたします。

対面講義

対象者

オンデマンド
講義

受講
申込方法

以下ホームページの「受講申込方法」をご確認いただき、お申込みください。
同志社大学学習支援・教育開発センター > 大学入学準備講座
https://clf.doshisha.ac.jp/clf/preparation_course/course.html

今出川キャンパス アクセス

京田辺キャンパス今出川キャンパス

8月19日（火）～3月31日（火）

お知らせ

※詳細は以下ホームページの「過去の講義」をご確認ください。

過去の講座も動画配信しています!

講座の受講は
無料です

配信期間

★大学における講義の実態を知り、高校での指導に役立てていただくため、高校の先生方も講義を受講していただけます。
※申込者多数により抽選となった場合は、高校生優先となりますのでご了承ください。

★主に高校1・2 年生の方を対象とし、将来大学に進学される際の志望学部・学科選択の参考にしていただきたいと考えています。
　もちろん高校3 年生や大学受験予定者の受講も歓迎いたします。

知真館
3号館
知真館
3号館

大学の講義
と

同じ形式で

体験できま
す！

対面講義
開催日

7月27日（日）

グローバル・コミュニケーション学部、
理工学部、心理学部

開催日
8月2日（土）

文学部、神学部

開催日
8月3日（日）

政策学部、経済学部
今出川キャンパス京田辺キャンパス 今出川キャンパス

本学の14の学部の教員が、
それぞれ専門分野で扱う学問の内容から
テーマを選び、実際の大学の講義と
同じ形式で皆さんに分かりやすく

授業します。

オープン
キャンパスと
同日開催！

17：00 23：59

2025 年7月14日（月） 12月23日（火）17：00 23：59



グローバル・
コミュニケーション学部

中国語のイロハ              
郭　雲輝 教授
かく うん き7.27（日） 9:30～11:00

　グローバリゼーションのなかで国境を越える人の移動が多様化、加速化し
ています。日本でも2024年 6月末現在の在留外国人数は約360万人に上り、
家族帯同や来日後の出産などによって日本の学校に通う子どもの数も急増し
ています。ただし、移動の背景はさまざまで、来日経緯が違えば子どもが抱
える困難も異なってきます。他方で、そうした子どもが共通して直面する困
難もさまざまに報告されており、それは、むしろ多様性の受容をめぐって日
本の学校や社会そのものがはらむ問題であることも少なくありません。この
講義では、以上の二つの側面について具体的に説明し、移動する人びとの成
長を阻害しない教育のあり方について考えます。

移動から教育を考える

　「地球の環境問題の改善に貢献したい！」、「途上国の貧困問題、私にも何
かできることはない？」皆さんがこれまで小・中・高校で学ぶなかで、また、
テレビ番組やソーシャルメディアを通して、世界の様々な問題について知
る機会があったと思います。そうした問題の解決に向けて、私たちには何
ができるのでしょうか？「国際協力に携わりたい。でもどうやって？どこ
で働けばいいの？具体的にどんな仕事をするの？どんな知識やスキルが必
要なの？学生のうちに国際協力に携わる方法は？国際協力をキャリアにす
ることは難しいの？」これらの疑問に対する自分自身の回答を見つけるた
めに、この講義では国際協力について体系的かつ具体的に学びます。

「国際協力に携わりたい！」を具体化する

　現代のビジネスにおいて、組織はなくてはならない存在です。大企業も
中小企業も、すべて組織としてビジネスを行っています。
　しかし、そもそも組織とは何でしょうか？　みなさんの中に「組織」と
いう言葉を知らない／使ったことがないという人はいないでしょう。また、
学校も組織である以上、組織に所属した経験がないという人もいません。
ですが、「組織とは何か？」と聞かれて、うまく回答できるという人も、ま
ずいないと思います。組織は私たちの身近にありふれたものでありながら、
意外と把握しづらいものなのです。
　本講座では、組織とは何か、組織をマネジメントするとはどのようなこ
とであるかを、みなさんと一緒に考えていきたいと思います。

現代ビジネスと組織：組織とは何だろうか？

　皆さんは雪といったら何を思い浮かべるでしょうか？一面に広がる雪景
色や、クリスマスツリーに積もる雪、子どものころに作ってみた雪だるま。
人それぞれに色々な雪があると思います。
　この講義では少し視点を変えて、雪のミクロな結晶の姿を見ていきたい
と思います。雪の結晶って枝が伸びた六角形の…？と思うかもしれません。
でも本当の雪の結晶には皆さんがそれぞれ “いろいろな雪” を思い浮かべ
たように、個性的でいろいろな形があるのです。
　そんないろいろな雪の結晶がどうやってできていくのか？最先端の科学
を使いながらその理由を一緒に探しに行きましょう！

雪の結晶の話

　私たちは歴史を学ぶために文献を読み解きますが、デジタル技術を使えば、
その方法は大きく変わるのでしょうか？デジタルアーカイブやデータ可視
化、テキストマイニングの進展により、歴史研究は新たな可能性を広げてい
ます。この講義では、デジタルツールを用いて、歴史をどのように分析し、
解釈するかを学びます。具体的に、歴史資料を解析し、年代や作者の特定を
行い、データを利用して歴史の謎を解く方法を体験します。

デジタル・ツールによる歴史学の探求：
　　　　　　　　　　　　　データで解き明かす歴史の謎

　みなさんは認知症をご存知でしょうか？ニュースやドラマの題材に取り
上げられることもあるので、ご存じの方も多いかもしれません。出来事や物、
人物をうまく思い出せなくなったり（記憶障害）、刺激に対して意識をはっ
きりと表せない状態（昏迷）を示します。認知症の約７割がアルツハイマー
病と呼ばれる病気で、歳をとるほど発症のリスクが上がります。この講義
では、主にアルツハイマー病について、その発症から予防、さらに最近の
治療を巡る話題を提供し、脳の健康を保つにはどのようにするのが良いか
考える機会を提供したく思っています。

脳の健康を維持するには
　　　　　　　　どのようにするのが良いか？

　日本からみて地球の反対側に位置するラテンアメリカ。たどり着くのに飛
行機で丸 1 日以上かかる都市もあり、日本の皆さんにとっては馴染みのない
国が多いでしょう。しかしラテンアメリカは鉱物資源や農業資源に恵まれて
おり、日本も多くの資源をラテンアメリカから輸入しています。
　この講義ではこれらの資源のうち、皆さんが普段の生活で目にする農産物
を取り上げます。なぜ地球の反対側で作られる農産物がはるばる日本まで
やってくるのか？ラテンアメリカでは輸出向け農産物はどのように作られる
のか？農産品の生産と貿易を通じて、現代のラテンアメリカの姿に迫ります。

農産物を通してみる現代のラテンアメリカ

　心理学に対して、多くの人は一定のイメージを持っていますが、そこに
はしばしば誤解があります。この講座では、まず、大学で学ぶ心理学がど
のようなものかを解説し、その上で、迫害の社会心理学を講義します。世
の中には、他者や他集団に対してきわめて残虐な行為をする人がいます。
「いったい何を考えているのか」、「なぜそんなことができるのか」と不思議
に思う人も多いでしょう。サイコパス、暴力依存、ドメスティックバイオ
レンス (DV) といった言葉が思い浮かぶかもしれません。しかし、この講義
ではそういったメジャーな観点とは別の角度から、他者や他集団への迫害
の心理に迫った研究をご紹介します。

酷いことをする人はどんな人

イメージを〈読む〉
　　　　̶ ̶視覚文化とヴィジュアル・リテラシー       
       

　近年、労働力人口（＝働く/働ける人の数）の減少、多様な働き方の推進が
進んでいます。皆さんもご存知の通りリモートワークも進んでいます。新型
コロナウイルス感染拡大を機に一気に広がったリモートワークを、現在では
働き方（働く場所）の多様性を担保するために採用している企業も一定数存
在します。また、自治体によってはリモートワークを浸透させて働く場所の
多様性だけではなく新たな雇用創出を目論んで様々な施策・取り組みを実施
しています。その一方で、企業ではリモートワーク浸透とともに新たな課題
が生じつつあります。本講義では、労働者、労働政策（を推進する行政）、
企業の 3 つのアクター（主体）それぞれの観点から、働くことの変化を考え
ます。このことを考えながら、「政策学」の役割についても考えます。

働くことの変化について考える
　　　　　　　　労働者、政策、企業それぞれの思惑

　神学部では何を学ぶのでしょうか？キリスト教、ユダヤ教、イスラーム教
という３つの一神教を学び、宗教の持つ意味やその問題点を把握し、人間や
人間の作り出してきた文化、社会、世界を理解しようとするのが神学部での
学習・研究です。この授業は入門編として、神学と宗教学の違いを学び、神
学の魅力を紹介します。次に世界情勢に目を向け、平和を求めるはずの宗教
がなぜ戦うのか？ロシアによるウクライナへの侵攻を取り上げ、キリスト教
を軸にした両国の関係に迫ります。そして人に必要な愛の思想を考えてみた
いと思います。高校の教科書だけでは知ることのできない内容も満載です。
少しでも興味を持たれた方はご参加をお待ちしています。

世界を学ぶ。人を知る。　―神学入門―

　皆さんは、経済学についてどんなイメージがありますか？金融･お金でしょうか。
経済は、英語の economics で節約という意味があり、また中国古典の経世済
民（世の中を経めて民衆を済う）から来ているとも言われます。
　経済学の対象は、歴史とともに変遷しており、初めは統治する国の財政管理
を目的とし、次は市場機能の分析、現在は個人行動の分析などを含んでいます。
歴史背景から経済学は、困っている人や得したい人が複数いる時に、どんな仕組
みを考えれば、社会全体が上手くいくかを考える学問と捉えることができます。
　本講座では、情報という視点で経済学を紐解き、AI 社会での可能性を皆さ
んと考えたいと思います。本学部には経済学の歴史と同様に幅広い領域の教
員が在籍しています。あなたに合った経済学を見つけてみませんか ?

経済×情報で変わるAI 社会
　　　　　　－堂島米市場からシェアリングまで－

志望学部へ
入りたいと意思を
固めることが
できました。

進路について
考える良い機会に
なりました。

楽しく授業を受講でき、
大学に対する興味が
深まりました。

大学の講義の
進み方や雰囲気が
知れていい経験と
なりました。

開催
日時

A1

受講生の
感想

黒柳 志仁 准教授
くろやなぎ ゆきひと

講座 2025年度  同志社大学
大学入学準備講座 講義概要

スポーツ健康科学部

スポーツと社会経済の関係性
　　　　　　　　　―持続可能なモデルを考える

京田辺キャンパス 知真館
３号館216教室

　本講義では、スポーツが社会の中でどのように成立しているのかを考えま
す。一般に、社会経済活動は政府・企業・家計の三つのセクターが相互に関
係し合い、お金を媒介として成立しています。さらに、非営利セクター（非
営利組織）も重要な役割を果たします。
　日本のスポーツは、学校の運動部活動を政府が支え、トップスポーツは企
業の実業団チームが担う社会モデルで発展してきました。しかし、少子高齢
化や経済状況の悪化により、このモデルの維持が難しくなっています。
　本講義では、さまざまな事例をもとに、今後スポーツを持続・発展させる
ためにどのような社会モデルが望ましいのかを考えていきます。

 　「中国語」は母語話者が世界で最も多く、国連の公用語の一つでもあり
ます。中国では通常、“汉语（Hànyǔ）” と称されますが、漢民族のみならず、
回族、満州族などの少数民族も含め、中国の総人口の約 92％がそれを使用
しています。本講義で学ぶ、“普通话（pǔtōnghuà）” は、日本語の標準語
に相当し、中国の公用語に位置付けられています。なお、「中国語」は、台
湾では “國語”、その他中国語圏では “華語” とも称されます。
　日本語は古くから「中国語」と交渉し、多大な影響を受けてきました。ただ、
両言語の間には「似て非なる」ところが少なからずあり、それは学習者にとっ
て大きな落とし穴になると同時に、興味の尽きない発見の連続ともなるこ
とでしょう。

　私たちは日頃、インターネットを中心としたさまざまな媒体で、さまざま
な視覚的イメージに接触し、それらから情報を得ています。では、私たちは
どのようにして、そうしたイメージから意味を読み取っているのでしょうか？
　本講義では、視覚的イメージを「コミュニケーションのためのメディア」
と捉えて、ヴィジュアル・リテラシー（視覚的な読み書き能力）について知り、
考えることを目標とします。扱うメディアは交通標識からマンガ、絵画と多岐
にわたりますが、それらが意味をどのように作り上げているのか、どのように
伝えているのか、そういったメカニズムについて考えていきたいと思います。

理工学部
環境システム学科

7.27（日） 11:40～13:10開催
日時

A2
講座

京田辺キャンパス 知真館
３号館216教室

小畠 秀和 教授
こばたけ ひでかず

神学部

8.2（土） 12:00～13:30開催
日時

A5
講座

今出川キャンパス 良心館
204教室

心理学部

7.27（日） 13:50～15:20開催
日時

A3 京田辺キャンパス 知真館
３号館216教室

講座

中谷内 一也 教授
な か や ち か ず や

8.2（土） 9:30～11:00開催
日時

A4 今出川キャンパス 良心館
204教室

講座
文学部
美学芸術学科

佐藤 守弘 教授
さとう もりひろ

政策学部

8.3（日） 9:30～11:00開催
日時

A6
講座

今出川キャンパス 至誠館
22教室

田中 秀樹 教授
たなか ひでき

経済学部

8.3（日） 12:00～13:30開催
日時

A7
講座

今出川キャンパス 至誠館
22教室

法雲 俊栄 准教授
のりくも しゅんえい

8.19（火） ～ 3.31（火） 配信
期間

B1
講座

オ ン デ マ ン ド講 義

法学部 政治学科

8.19（火） ～ 3.31（火） 配信
期間

B2
講座

オ ン デ マ ン ド講 義

商学部

8.19（火） ～ 3.31（火） 配信
期間

B3
講座

オ ン デ マ ン ド講 義

社会学部
教育文化学科

兒島 明 教授
こじま あきら

森下 明子 准教授
もりした あきこ

福本 俊樹 准教授
ふくもと と し き

8.19（火） ～ 3.31（火） 配信
期間

B5
講座

オ ン デ マ ン ド講 義

8.19（火） ～ 3.31（火） 配信
期間

B6
講座

オ ン デ マ ン ド講 義

8.19（火） ～ 3.31（火） 配信
期間

B7
講座

オ ン デ マ ン ド講 義

8.19（火） ～ 3.31（火） 配信
期間

B4 オ ン デ マ ン ド講 義 グローバル地域
文化学部

講座

清水 達也 教授
し み ず たつや

文化情報学部

RAPPO Gaetan 教授
ラ ポ ー  　 　 ガ エ タ ン

生命医科学部
医生命システム学科

舟本 聡 教授
ふなもと さとる

庄子 博人 准教授
しょうじ ひ ろ と


